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◆比較的できている点 

○文章の構成や展開、表現の仕方について根拠を明確にして自分の考えをもつことができます。 

○文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉えることができます。 

○文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考え方をもつことができます。 

○書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討することができます。 

○伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことができます。 

◆課題のある点

○話合いの話題や方向を捉え、自分の考えをもつことに課題が見られます。 

○「話合いの話題や方向を捉え、自分の考えをもつこと」に課題が見られたので、今後は話し合

いの活動を工夫して授業に取り入れます。 

○伝統的な言語活動や、生活に即した言語技能において、達成率が今ひとつ低いように思われ

ます。日常生活で生かすことの出来る、「実践的な学習課題」の推進に努めたいと考えます。 

今後の具体的な指導改善のポイント



◆比較的できている点 

○グラフ上の点Ｐの座標と点Ｑの座標の差を、事象に即して解釈することができています。 

〇証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解できています。 

〇与えられた説明を振り返って考え、式変形の目的を捉えることができています。 

〇事柄が成り立つ理由を説明することができています。 

◆課題のある点

○資料の傾向を的確に捉え、問題解決をするためにどのような代表値を用いるべきかを判断

することに課題が見られます。  

○資料から傾向を捉えることに関して課題が見られたため、図や表などの資料から数理的

な情報を読み取る活動を授業に取り入れます。 

○数と式や関数においては良い結果が見られたため、グループワークやペアワーク、教え

合いなどの工夫を取り入れた授業を継続していきます。 

今後の具体的な指導改善のポイント



◆比較的できている点 

○教室英語を理解して、情報を正確に聞き取ることができています。 

○日常的な話題について、情報を正確に聞き取ることができています。 

○まとまりのある英語を聞いて、必要な情報を理解することができています。 

○まとまりのある文章を読んで、説明文の大切な部分を理解することができています。 

◆課題のある点

○聞いて把握した内容について、適切に応じることの誤答が多く目立ちました。 

○日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれたものの内容を、正確に読み取ることに

努力を要します。 

○今回の調査を受け、「日常的な話題やまとまりのある文章を正確に聞き取る力」が優れていた

ので、今後も英語での発表やグループワークやペアワーク等を継続的に行っていきます。 

○「聞いて把握した内容」について、適切に応じることに課題が見られたので、英語でのグループ

ワークやペアワークの仕方を工夫します。 

今後の具体的な指導改善のポイント



◆本校のよかったところ

○学校図書室や地域の図書館に行く生徒は少ない一方、読書が好きな生徒の割合は 42％で 

○県や全国平均を上回っています。本校では、落ち着いて１時間目から授業へ取り組めるよう、

朝読書を行っている成果だと考えています。 

◆本校の課題と思われるところ

○「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると

思いますか」に「当てはまる」と回答した生徒の割合は、全国平均より約 10％下回っていま

す。各教科で話し合い活動が充実することで、問題解決能力が向上し、学力向上につながる

と考えています。 

◆本校のよかったところ

○学校の授業時間以外に、１日当たりに勉強する時間が「１時間以上」の生徒の割合は 75.6％

と、県や全国平均を上回っています。日頃から、学校と家庭が連携して取り組んでいる成果と

考えています。 

◆本校の課題と思われるところ

○「将来の夢や目標を持っていますか」「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」

に「当てはまる」と回答をした生徒の割合は、全国平均より約 10％下回っています。 

○「人が困っているときは、進んで助けていますか」に「当てはまる」と回答した生徒の割合は

21.9％と県や全国平均より約 10％下回っています。 

○引き続き、「朝読書の時間」を設定し、読書をする習慣をさらに身につけていきます。 

○定期試験前の「学習計画表」や夏休み・冬休みの計画表の作成を今後も継続し、生徒自らが

目標を設定し、計画的に学習する習慣が身につく取り組みを充実させていきます。 

○思考力、判断力、表現力などの育成を図るためにも、各教科・特別の教科 道徳・特別活動・

総合的な学習の時間において、話し合い活動を充実させていきます。 

○将来の進路と日常生活を結びつけながら、本校の教育目標である「未来を生き抜く生徒の 

育成」を図るためにも、「キャリア教育」を中学校３年間において、系統的に学習していきます。 

生活について

今後の具体的な取組について



睡眠時間は十分に 

とりましょう。

積極的にいろいろなことに

チャレンジしましょう。 

将来の夢や目標を持っていますか

棒グラフ･･･柏ケ谷中学校  折れ線グラフ･･･全国

メール、ＬＩＮＥ、ゲームで 

睡眠時間が短くなっていませんか。 

規則正しい生活が大切です。

将来の夢や希望を大切に

しましょう。

将来の夢を持つことにより、日々の

生活に活力が沸いてきます。 

目標を持つことも大切です。

地域に関わりましょう。 

失敗と反省を繰り返して成長して 

いきます。 

失敗を恐れて何もしないと成長 

しません。

地域の行事やボランティアに積極的に

参加しましょう。 

地域での「助け合いの精神」を持ちま

しょう。 

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

今住んでいる地域の行事に参加していますか
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